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トップレベル英語第１講 学習法・英文の仕組み１ 
【英文の仕組み１】 
英文の作り方を学びます。日本語と英語では、語順が違うので注意が必要です。英語

の文は原則「主語＋述語（動詞）」で始まります。今回は、is を使って「これは［あ

れは］～です。」という文※を作れるようになりましょう。 ※「肯定文」と呼びます。 
暗唱例文 ★チェックテストには以下の４文を必ず出題します！ 

発音練習（５回以上）track 04 

(1) This is a bike. It is my bike. 
 これは自転車です。それは私の自転車です。 

(2) That is a notebook. It is your notebook. 
 あれはノートです。それはあなたのノートです。 

 

基本公式 発音 
This is a[an]～. /   [ ] / これは～です。 
That is a[an]～. /   [ ] / あれは～です。 
It is my ～. /    / それは私の～です。 
It is your ～. /    / それはあなたの～です。 

 
英文を書くときの基本ポイント 
・「主語＋述語（動詞）」で始める。 

・英文の最初の１文字は大文字、あとは小文字を使う。 

・単語と単語の間は少し空け､文の最後にはピリオド（．）を打つ。 

 

こまかなポイント 
・名詞の前には a をつける（名詞が母音で始まるときは an）。名詞の前に「誰のもの

か」（my「私の」、your「あなたの」など）をつける場合、a や an はつけない。 
例）ノート a notebook  リンゴ an apple  私の本 my book 

・同じものを２回目に指す時は、It is～.（それは～です。）を使う。 
・アポストロフィ（’）を使って２語を１語にまとめたものを「短縮形」と呼ぶ。 

例）That is ＝ That’s /  / 
It is ＝ It’s / its / 
This is には短縮形がない。  
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【母音の発音】 
日本語の仮名の発音は原則的に１つですが、アルファベットには複数の発音を持つも

のがあります。特に母音字（a, e, i, o, u）の発音に注意しましょう。 

 
【練習】 
［３］次の各単語を発音して､アルファベットの音に慣れよう。 

発音練習（４回以上）track 02 
 それぞれの文字がどのような音なのか覚えましょう。 
 /  / /  /などは「発音記号」と言います。今は覚える必要はありません。 

 
  ア 「エ」の口をして「ア」。口を大きく開く。 /  / apple りんご album アルバム hat 帽子 bag カバン 

 a  
  エイ /  / apron エプロン radio ラジオ name 名前 cake ケーキ 

 
  エ  /  / egg 卵 elephant ゾウ bed ベッド desk 机 

 e 

  イー /  / equal イコール evening 夕方 meter メートル 

 
  イ  /  / ink インク picture 写真 milk 牛乳 fish 魚 

 i    
  アイ /  / ice 氷 time 時間 lion ライオン bike 自転車 

 
  ア 口を縦に開き、舌の後方を下げて「ア」 /  / top トップ fox キツネ hot 暑い dolphin イルカ 

 o  

 オウ /  / old 古い open 開ける nose 鼻 notebook ノート 

 
  ア 口をあまり大きく開けずに「ア」 /  / up 上へ bus バス sun 太陽 cup カップ 

 u  

  ユー /  / uniform 制服 student 生徒 music 音楽 
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【英文の仕組み２】 
暗唱例文 ★チェックテストには以下の４文を必ず出題します！ 発音練習（５回以上）track 07 

(1) He is an English teacher. 彼は英語の先生です。 
(2) She is Aya Tanaka. 彼女は田中あやです。 
(3) I am your teacher. 私はあなたの先生です。 
(4) You are his new friend. あなたは彼の新しい友だちです。 

 
基本公式 発音 
He is ～. /   / 彼は～です。 
She is ～. /   / 彼女は～です。 
I am～. /   / 私は～です。 
You are ～. /   / あなたは～です。 

 
ポイント 
・he, she, I, you などを代名詞と呼ぶ。対応する be 動詞がすぐわかるようにしよう。 
・「誰のものか」を表すには、his, her, my, your など代名詞を変形させた形を使う。こ

れを所有格と呼ぶ。名詞の前に所有格をつける場合、a や an はつけない。 
・固有名詞（人名・地名・国名など）は必ず１文字目を大文字にし、a や an をつけない。 

 
発展：名詞の所有格は名詞の後ろに’s をつける。 ※ ’（アポストロフィ）と,（コンマ）を区別すること 

 （発展問題としてテストに出題します。） 

my friend（私の友人）、my mother’s friend（私の母の友人）、 
Ken’s friend（ケンの友人） 

 
発展：his father（彼の父）、my teacher（私の先生）などが主語の場合も be 動詞は is を
用いる。 （発展問題としてテストに出題します。） 

His father is an English teacher. 彼の父親は英語の先生です。 
My teacher is my mother’s friend. 私の先生は私の母親の友だちです。 
Her mother is a math teacher. 彼女の母親は数学の先生です。 
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トップレベル英語第３講 英語の中の名詞（数の概念） 
 
日本語と英語の大きな違いの一つに「数に対する意識」があります。日本語では、名

詞を含む文において数を意識することはあまりなく、リンゴが１つでも複数でも｢こ

れはリンゴです。｣と言うことができます。しかし、数に厳密な英語はそうはいきま

せん。This is an apple. は、リンゴが１つなら使えますが、複数ある場合は別の表現を

使う必要があるのです。今回は、複数のものを話題にするときの方法を学びます。 

 
【本講の重要単語】 発音練習（５回以上）track 09 

デイリープラクティスに単語のつづりを書いて覚えよう。テストには日本語→英語の

形式で出題します。 

 

① ball < balls 

 ボール 

② car < cars  

 車 

③ these are 

 これらは～です 

④ those are 

 あれらは～です 

⑤ we are 

 私たちは～です 

⑥ you are 

 あなたたちは～です 

 

【一般動詞】 

① clean  

 ～をきれいにする 

② cook 

 （～を）料理する 

③ do ～をする 

④ eat ～を食べる ⑤ enjoy  

 ～を楽しむ 
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【英文の３形態】 
暗唱例文 ★マスターテストには以下の９文を必ず出題します！ 

発音練習（５回以上）track 14 

(1) This is not his dog. これは彼の犬ではありません。 
(2) Those are not apples. あれらはリンゴではありません。 
(3) I am not a doctor. 私は医者ではありません。 
(4) Is he a math teacher? 彼は数学教師ですか。 

Yes, he is. はい、そうです。 
(5) Is that a plane?  あれは飛行機ですか。 

No, it is not. いいえ、違います。 
(6) Are you a pilot? あなたはパイロットですか。 

Yes, I am. はい、そうです。 

 
否定文のポイント 
・be 動詞の後に not を置く。 
・短縮形を使うこともある。 

is not = isn’t /  /   are not = aren’t /  / （※am not には短縮形がない。） 

例）He is a doctor. → He is not a doctor. または He isn’t a doctor. 

You are a doctor. → You are not a doctor. または You aren’t a doctor. 

 
疑問文のポイント 
・be 動詞を主語の前に出し、文末にクエスチョンマーク（?）をつける（ピリオド不要）。 
・be 動詞の１文字目を大文字にし、主語の１文字目は小文字で始めること。 

例）She is a nurse. → Is she a nurse? 

You are a nurse. → Are you a nurse? 
・答えるときは、Yes / No の後ろにコンマ（,）をつけて以下のようにする。 

Is he ～? Yes, he is. / No, he is not. [No, he isn’t.] 

Is she ～? Yes, she is. / No, she is not. [No, she isn’t.] 

Is this [that] ～? Yes, it is. / No, it is not. [No, it isn’t.] 

Are you ～? Yes, I am. / No, I am not. [No, I’m not.] I’m = I am 

 ※Yes, I’m.とは言わない  
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トップレベル英語 単語表 
●は必ず覚えるべき語句です。テストにもたくさん出題されますので、優先的に覚えましょう。 

カタカナ表記は発音の目安です。l（ら行）、f（ふ）、th（さ行・ざ行）のみひらがなで表記しています。 
第１講 発音練習（５回以上）track 20 
● this is /  / ずィスイズ これは～です 

● that is /  / ざットイズ あれは～です 

● that’s /  / ざッツ that is の短縮形 

● it is /  / イットイズ それは～です 

● it’s /  / イッツ it is の短縮形 

● a / an /  / /  / ア／アン ひとつの 

● my /  / マイ 私の 

● your /  / ユア あなたの 

● apple /  / アプる リンゴ 

● bag /  / バッグ カバン 

● bike /  / バイク 自転車 

● book /  / ブック 本 

● dog /  / ドッグ 犬 

● egg /  / エッグ 卵 

● notebook /  / ノゥトブック ノート 

● pen /  / ペン ペン 

 cat /  / キャット ネコ 

 cup /  / カップ カップ 

 desk /  / デスク 机 

 Japan /  / ジャパン 日本 

 orange /  / オーリンジ オレンジ 

 table /  / テイブる テーブル 
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Premium Ⅱ 

～ 一般動詞 肯定文・否定文・疑問文・三単現の S ～ 

＜STAGE①＞ 一般動詞を覚えよう！ 

発音練習をした後、動詞をノートに３回書きましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
練習用 

   

   

   

   

   

   

   

have a pen ～を持っている sing a song ～を歌う 

buy a desk ～を買う eat an apple ～を食べる 

read a book ～を読む know his father ～を知っている 

drive a car ～を運転する help my mother ～を手伝う 

make a cake ～を作る play baseball （スポーツを）する 
 
                  ※スポーツ名の前には aや anをつけません。 

speak English ～を話す like  this car ～が好きだ 

go to the park ～へ行く  

 

歌 

公園 


